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下
水
文
化
研
究
会
の
三
〇
年
の
歩
み
、
バ
ル
ト
ン
生

誕
一
六
〇
年
記
念
の
行
事
に
つ
い
て
簡
単
に
説
明
し

ま
す
。 

本
研
究
会
は
、
三
〇
年
前
の
一
九
八
六
年
、
一
六
名

の
仲
間
で
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
六
名
は
、
既

に
幽
明
異
に
し
て
い
ま
す
。
前
年
の
一
九
八
五
年
は
、

流
域
下
水
道
事
業
二
〇
周
年
に
あ
た
る
年
で
、
盛
大
な

祝
賀
行
事
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
際
、
一
六
名
の
仲
間

の
思
い
は
、
こ
の
機
に
下
水
道
シ
ス
テ
ム
を
見
直
し
た

い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。 

誤
解
を
避
け
る
た
め
に
、
下
水
文
化
研
究
会
の
設
立

趣
意
書
を
御
覧
下
さ
い
。
私
達
は
、
「
下
水
文
化
」
は

水
文
化
の
基
層
を
成
す
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
し
た
。

同
時
に
今
後
、
下
水
文
化
の
単
純
化
が
進
め
ば
、
水
文

化
の
退
廃
化
は
免
れ
な
い
と
、
憂
慮
し
て
い
た
の
で
す
。

そ
こ
で
、
下
水
文
化
の
変
遷
を
た
ど
り
、
将
来
の
あ
り

方
を
考
え
た
い
と
、
切
実
に
思
っ
て
い
た
わ
け
で
す
。

ち
ょ
う
ど
東
急
環
境
浄
化
財
団
が
研
究
助
成
を
し
て

い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
東
急
環
境
浄
化
財
団
の
研
究
助

成
金
を
い
た
だ
い
て
、
多
摩
川
を
モ
デ
ル
に
「
近
世
江

戸
時
代
以
降
の
水
の
使
い
方
、
捨
て
方
の
文
化
的
変
遷
」

と
い
う
調
査
を
行
っ
た
の
で
す
。 

 
ど
う
い
う
調
査
か
と
い
う
と
、
七
〇
歳
以
上
の
古
老

の
方
、
三
〇
～
四
〇
名
を
訪
ね
歩
き
、
そ
の
人
達
に
ご

自
分
の
少
年
時
代
、
そ
れ
か
ら
お
父
さ
ん
、
あ
る
い
は

お
爺
さ
ん
か
ら
水
の
使
い
方
、
捨
て
方
に
つ
い
て
聞
い

二
〇
一
六
バ
ル
ト
ン
忌
講
演
会 

下
水
文
化
研
の
三
〇
年
及
び
バ
ル
ト
ン
生
誕
一
六
〇
年
に
あ
た
っ
て 
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た
こ
と
で
記
憶
し
て
い
る
こ
と
を
聞
き
取
る
調
査
で

す
。
七
〇
歳
以
上
の
古
老
に
少
年
時
代
、
お
爺
さ
ん
や

お
父
さ
ん
の
言
っ
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
て
も
ら

う
と
い
う
こ
と
で
す
か
ら
、
今
か
ら
一
五
〇
年
ぐ
ら
い

前
の
こ
と
が
、
そ
の
ま
ま
古
老
の
方
の
口
を
通
し
て
証

言
さ
れ
る
わ
け
で
す
。
今
か
ら
一
五
〇
年
ぐ
ら
い
前
と

な
る
と
、
幕
末
で
す
。
で
す
か
ら
、
近
世
、
江
戸
時
代

以
降
の
下
水
文
化
が
直
接
古
老
の
口
を
通
し
て
具
体

的
に
分
か
る
の
で
す
。 

こ
う
い
う
調
査
を
始
め
よ
う
と
し
て
い
た
と
き
、
仲

間
の
一
人
安
田
実
君
が
、
全
国
的
な
下
水
文
化
史
調
査

を
や
ろ
う
と
提
案
し
て
く
れ
ま
し
た
。
彼
は
、
当
時
建

設
省
流
域
下
水
道
課
の
係
長
で
し
た
。
こ
う
し
て
、
全

国
ベ
ー
ス
の
下
水
文
化
史
調
査
が
行
わ
れ
、
各
地
に
下

水
文
化
が
埋
も
れ
て
い
る
事
実
が
明
か
に
な
っ
て
来

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
私
達
は
、
下
水
文
化
の
あ
り
方
を

研
究
し
、
普
及
す
る
た
め
に
下
水
文
化
研
究
会
を
設
置

し
ま
し
た
。
研
究
会
は
、
そ
の
後
、
二
回
、
改
組
・
拡

充
さ
れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。 

 

第
一
回
目
の
改
組
・
拡
充
は
一
九
九
二
年
で
、
会
の

名
称
に
「
日
本
」
を
冠
し
て
「
日
本
下
水
文
化
研
究
会
」

と
変
更
し
、
沢
山
の
会
員
を
集
め
た
わ
け
で
す
。
当
時
、

個
人
会
員
は
三
〇
〇
名
を
超
え
た
と
思
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
企
業
の
賛
助
会
員
も
八
〇
口
。
一
口
一
〇
人
力
と

い
う
こ
と
で
、
一
〇
人
分
の
会
費
を
い
た
だ
い
た
の
で
、

八
〇
口
で
す
と
八
〇
〇
人
相
当
で
す
。
合
計
人
数
は
、

個
人
会
員
三
〇
〇
名
以
上
、
賛
助
会
員
が
人
員
換
算
八

〇
〇
人
以
上
と
い
う
こ
と
で
、
計
一
、
一
〇
〇
人
を
超

え
る
団
体
に
な
り
ま
し
た
。 

 

な
ぜ
会
員
を
拡
充
し
た
か
と
い
う
と
、
財
政
的
に
独

立
す
る
た
め
で
す
。
設
立
時
の
一
九
八
六
年
か
ら
九
二

年
ま
で
の
間
は
、
研
究
会
の
機
関
誌
の
発
行
に
つ
い
て

日
本
下
水
道
協
会
の
財
政
的
援
助
を
得
て
い
た
の
で

す
。
当
時
、
久
保
赳
氏
が
日
本
下
水
道
協
会
理
事
長
で

し
た
。
久
保
氏
の
ご
理
解
の
も
と
に
、
必
要
最
小
限
度

で
し
た
が
、
機
関
誌
発
行
に
つ
い
て
協
会
か
ら
援
助
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
何
時
ま
で
も
ご
好
意

に
す
が
っ
て
い
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で
、
何
と
か

財
政
的
に
独
立
し
た
い
と
切
実
に
思
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
第
一
回
目
の
拡
充
で
、
ど
う
に
か
財
政
的
に
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独
立
し
た
の
で
す
。 

 

第
二
回
目
は
一
九
九
九
年
で
す
。
こ
の
時
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
の
取
得
で
し
た
。
前
年
の
一
九
九
八
年
三
月
に
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
が
成
立
し
ま
し
た
。
私
達
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
成
立

と
時
を
合
わ
せ
て
法
人
格
の
取
得
を
目
指
し
ま
し
た
。

最
大
の
難
問
は
、
本
研
究
会
の
独
立
し
た
事
務
所
設
置

が
必
要
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
困
っ
て
い
た
時
に
、
評

議
委
員
会
の
西
堀
会
長
が
事
務
所
の
提
供
を
申
し
出

て
下
さ
っ
た
の
で
す
。
そ
こ
で
、
事
務
所
問
題
も
解
決

し
、
今
日
ま
で
地
道
な
研
究
・
啓
発
活
動
を
続
け
る
こ

と
が
で
き
た
の
で
す
。
本
研
究
会
は
、
下
水
道
界
最
初

の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

バ
ル
ト
ン
忌
は
、
一
九
九
二
年
に
始
め
ま
し
た
。
第

一
回
目
が
一
九
九
二
年
で
す
。
実
は
、
今
朝
、
有
志
に

よ
り
青
山
霊
園
の
バ
ル
ト
ン
の
墓
碑
に
参
拝
し
ま
し

た
。
今
朝
の
バ
ル
ト
ン
忌
が
ち
ょ
う
ど
二
五
回
目
で
す
。 

 

バ
ル
ト
ン
忌
の
開
催
は
、
皆
さ
ん
も
ご
承
知
と
思
い

ま
す
が
、
石
橋
多
聞
先
生(

故
人)

の
強
い
ご
希
望
が
根

底
に
あ
り
ま
す
。
石
橋
多
聞
先
生
は
、
東
京
大
学
の
水

道
工
学
講
座
の
教
授
で
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
前
は
厚

生
省
（
現
厚
生
労
働
省
）
水
道
課
長
で
し
た
。
石
橋
先

生
は
、
バ
ル
ト
ン
没
後
八
〇
年
忌
を
一
九
七
九
年
に
開

か
れ
ま
し
た
。
そ
の
際
、
私
が
バ
ル
ト
ン
に
つ
い
て
講

演
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
れ
が
縁
で
、
石
橋

先
生
は
、
私
に
「
バ
ル
ト
ン
さ
ん
の
研
究
を
続
け
る
と

と
も
に
、
バ
ル
ト
ン
さ
ん
の
顕
彰
を
頼
む
」
と
託
さ
れ

た
の
で
す
。 

 

一
九
九
二
年
、
日
本
下
水
文
化
研
究
会
が
自
立
し
た

年
に
、
“
多
く
の
人
達
に
よ
っ
て
バ
ル
ト
ン
忌
を
毎
年

開
催
し
、
上
下
水
道
、
つ
ま
り
は
衛
生
工
学
の
原
点
を

考
え
る
機
会
が
あ
っ
て
も
良
い
の
で
は
な
い
か
”
と
考

え
、
バ
ル
ト
ン
忌
を
始
め
た
わ
け
で
す
。
そ
の
後
、
没

後
一
〇
〇
年
記
念
、
生
誕
一
五
〇
年
記
念
事
業
、
没
後

一
一
〇
年
記
念
事
業
な
ど
を
続
け
、
そ
れ
が
バ
ル
ト
ン

賞
の
創
設
へ
と
繋
が
っ
て
行
っ
た
わ
け
で
す
。 

 

二
〇
〇
七
年
に
は
バ
ル
ト
ン
記
念
基
金
を
設
置
し

ま
し
た
。
生
誕
一
五
〇
年
記
念
事
業
が
盛
大
に
行
わ
れ

た
結
果
、
資
金
的
に
も
若
干
の
ゆ
と
り
が
生
ま
れ
ま
し

た
。
そ
の
余
裕
資
金
を
原
資
に
し
て
バ
ル
ト
ン
記
念
基

金
を
設
置
し
、
バ
ル
ト
ン
賞
の
授
与
を
始
め
た
わ
け
で
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す
。 

 

第
一
回
目
は
、
下
関
市
水
道
局
で
、
第
二
回
目
は
ア

ラ
ン
さ
ん
と
ア
ン
・
ジ
ョ
ン
ズ
さ
ん
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン

ド
の
方
で
、
バ
ル
ト
ン
生
誕
一
五
〇
年
記
念
事
業
に
協

力
し
て
下
さ
っ
た
方
々
で
す
。
バ
ル
ト
ン
賞
の
副
賞
は
、

毎
回
、
バ
ル
ト
ン
の
曾
孫
で
日
本
画
家
の
鳥
海
幸
子
さ

ん
の
日
本
画
で
、
こ
れ
が
恒
例
に
な
っ
て
い
ま
す
。
バ

ル
ト
ン
賞
は
、
そ
の
後
も
授
与
し
て
い
ま
す
。 

 

そ
の
後
二
〇
一
二
年
に
な
っ
て
、
私
達
の
活
動
の
深

い
理
解
者
で
あ
っ
た
久
保
赳
氏
が
お
亡
く
な
り
に
な

り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
久
保
さ
ん
の
遺
稿
を
基
に
『
久

保
赳
自
伝
』
を
刊
行
し
、
印
税
を
基
金
に
繰
り
入
れ
、

基
金
名
称
を
バ
ル
ト
ン
・
久
保
赳
記
念
基
金
と
変
更
す

る
と
と
も
に
久
保
赳
記
念
賞
を
設
け
る
こ
と
に
し
た

わ
け
で
す
。 

 

以
上
の
よ
う
な
経
緯
を
経
て
、
非
常
に
貴
重
な
研
究

が
三
〇
年
に
わ
た
っ
て
続
け
ら
れ
ま
し
た
。
本
研
究
会

は
、
さ
ら
に
下
水
道
や
上
水
道
の
埋
も
れ
た
貴
重
な
原

稿
を
発
掘
し
、『
下
水
文
化
叢
書
』
や
『
下
水
文
化
資

料
』
を
発
行
し
て
来
た
わ
け
で
す
。
本
研
究
会
の
成
果

は
、
わ
が
国
下
水
道
界
の
掛
け
替
え
の
な
い
財
産
に
な

る
と
思
い
ま
す
。 

 

本
研
究
会
は
、
現
在
、
重
要
な
節
目
を
迎
え
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
水
循
環
基
本
法
の
成
立
と
関

連
が
あ
り
ま
す
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
水
循
環
と
下
水

文
化
に
は
非
常
に
深
い
関
係
が
あ
り
ま
す
。
研
究
会
は
、

水
循
環
の
健
全
化
と
い
う
基
本
的
な
テ
ー
マ
の
下
に
、

ど
の
よ
う
に
こ
れ
を
活
動
の
中
に
取
り
入
れ
て
行
く

か
、
そ
れ
が
今
後
の
こ
の
会
の
発
展
の
原
動
力
に
な
っ

て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。 

 

こ
れ
ま
で
の
三
〇
年
間
、
二
回
に
わ
た
っ
て
改
組
・

拡
充
し
、
常
に
新
し
い
状
況
に
適
応
で
き
る
組
織
体
制
、

活
動
内
容
の
活
性
化
に
努
め
て
き
た
わ
け
で
す
。
そ
う

い
う
意
味
で
、
三
〇
年
経
っ
て
も
、
こ
の
会
は
ま
だ
ま

だ
若
々
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
満
ち
、
変
化
を
厭
わ
な
い

勇
気
を
持
っ
て
い
る
と
申
し
上
げ
て
、
私
の
報
告
を
終

わ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
完
） 


